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沖縄県西表島 10月のカミキリムシ
土田　孝

〒 431-3192　浜松市東区半田山 1-20-1 浜松医科大学病院病理部

Cerambycidae collected at Iriomote Island, Okinawa Pref., SW. Japan, in October

Takashi Tsuchida

ここ数年，年間をとおして西表島のカミキリ相
を調査していく中で，今春ノコギリヒメコバネカ
ミ キ リ Epania iriei Takakuwa, 1981 の 再 発 見 を す
ることができた（土田ほか，2011）．槇原（1989）
によれば，同属のクマタヒメコバネカミキリ E. 
dilaticornis kumatai Hayashi, 1961 が沖縄本島におい
て 10 月に確認されていることなどから，2011 年
10 月 6 ～ 8 日の 3 日間に沖縄県西表島においてカ
ミキリムシを中心とする生息調査をおこなった．
その結果，ノコギリヒメコバネカミキリの再確認
はできなかったが，16 種類のカミキリムシ科を確
認するに至った．カミキリムシを目的とした採集
者がほとんど訪れない時期の記録であり，また南
西諸島においては，クロカミキリ亜科，カミキリ
亜科，フトカミキリ亜科の中で，その発生が年 2
化である可能性が述べられていることや（槇原 , 
1989; 土屋 , 2009），ヨツスジカミキリ Notomulciber 
(Micromulciber) quadrisignatus (Schwarzer, 1925) にお
いては，12 月に採取した幼虫を室内飼育した結果，
翌年 5 月に羽化脱出した記録も報告されている（日
下部 , 2008）などのことからも，今回の確認種を
発生，活動時期の記録として報告しておきたい．
特筆しておきたい種として，従来 5 ～ 6 月に成虫
がカラスザンショウの生葉を後食に訪れるシロア
ラゲカミキリ Penthides flavus multipubens Makihara, 
1978 の確認は，生葉を後食するといった生態面か
らも意外であり，また今回，雄個体のみしか確認
できなかったことも今後の調査の課題になったと
考えている．確認種は以下のとおりで，すべて筆
者採集である．

カミキリ亜科
1.　ヒゲナガヒメカミキリ Ceresium longicorne Pic, 

1926
1♂, 古 見 林 道 , 6. X. 2011; 1♂, 大 富 林 道 , 7. X. 

2011.
2.  オオバヤシトゲヒゲトラカミキリ  Demonax 

ohbayashii Samuelson et Gressitt, 1965
1ex. 目撃 , 古見林道 , 6. X. 2011.

フトカミキリ亜科
3.   イシガキゴマフカミキリ  Mesosa  (Mesosa ) 

yonagunii subkonoi Breuning, 1964
多数目撃 , 古見林道 , 6−8, X, 2011; 数頭目撃 , 大

富林道 , 7. X. 2011.
4 .   ムネコブゴマフカミキリ  Mesosa (Saimia ) 

cervinopicta (Fairmaire, 1897)
数頭目撃 , 古見林道 , 6. X. 2011.

5.  ヨツスジカミキリ Notomulciber (Micromulciber) 
quadrisignatus (Schwarzer, 1925)

1♀, 古見林道 , 7. X. 2011.
6.   イシガキタイワンチビカミキSybra (Sybra) 

pascoei ishigakii Breuning et Ohbayashi, 1964
1♀, 大富林道 , 7. X. 2011.

7.  サキシマアトモンチビカミキ Sybra  (Sybra) 
mimogeminata Breuning et Ohbayashi, 1964

1♂, 古見林道 6. X. 2011; 1♀, 大富林道 , 7. X. 2011.
8.  ヤエヤマアヤモンチビカミキリ Sybra (Sybra) 

flavostriata flavostriata Hayashi, 1968
2♂, 1♀（多数目撃）, 古見林道 , 6−7. X. 2011.

9.  フタホシサビカミキリ Ropica honesta Pascoe, 1865
1♀（数頭目撃）, 古見林道 , 8. X. 2011.

10.  ハヤシサビカミキリ Ropica loochoana hayashii 
Breuning, 1958

2♂, 1♀, 古見林道 , 6, 8. X. 2011; 1♀, 大原 , 7. X. 2011.
11. イリオモテコブバネサビカミキリ Pterolophia 

(Ale)  gibbosipennis  ir iomotei  Breuning et 
Ohbayashi, 1966

1♂, 古見林道 , 6. X. 2011.
1 2 .  ア ナ バ ネ ヒ ゲ ナ ガ カ ミ キ リ  M i m o r s i d i s 

yayeyamensis Samuelson, 1965
2♂（多数目撃）, 古見林道 , 6−7. X. 2011; 1♂（多

数目撃）, 大富林道 , 7. X. 2011.
13. シモフリナガヒゲカミキリ Xenolea asiatica (Pic, 

1925)
1♀, 古見林道 , 7. X. 2011.

14. コゲチャサビカミキリ Mimectatina meridiana 

ohirai Breuning et Villiers, 1973
3♂, 1♀（多数目撃）, 古見林道 , 6−7. X. 2011.
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15. オビレカミキリ Euseboides matsudai matsudai 
Gressitt, 1938

1♂,1♀, 古見林道 , 7−8. X. 2011.
16. シロアラゲカミキリ Penthides flavus multipubens 

Makihara, 1978
3♂（多数目撃）, 古見林道 , 7−8. X. 2011
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【短報】東京都におけるセマルタマキノコムシ属2
種の採集例

セマルタマキノコムシ属 Cyrtoplastus は，日本か
ら 3 種が命名記載されている．琉球に産する 1 種
をのぞき，筆者の手もとに東京都内で採集した本
属 2 種があるので，以下のように記録しておく．
標本は筆者が保管している．

1. セマルタマキノコムシ Cyrtoplastus seriepunctatus 
(Brisout de Barneville, 1867)

2 exs., 東京都あきる野市小川（多摩川河川敷），
24. III. 2008.

池周辺の草地の落葉層をシフティングすること
で得た．各地に比較的ふつうにみられる種で，今
回の採集例のように，平野部の，河川敷草地の落
葉層からもよく得られる．東京都では，大田区

（1997）や皇居（野村ら，2000, 2005, 2006）からの
記録がある．

2. カイセマルタマキノコムシ Cyrtoplastus hiranoi 

Hoshina, 1996
2 exs., 東京都西多摩郡奥多摩町倉沢谷 , 24. II. 

2007.
東京都初記録．冬季に渓流沿いの広葉樹林内で，

落葉落枝層をシフティングすることで得た．タイ
プ産地の山梨県（Hoshina, 1996）のほかは，これま
で神奈川県からの記録しかなく，稀種のようであ
る．

近似のセマルタマキノコムシに比べてやや小型
で，上翅の点刻列数が多く，点刻列間の小点刻が
より疎であることなどにより，区別はむずかしく
はない．
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図1．セマルタマキノコムシ（あきる野市産）；図2．カイセ
マルタマキノコムシ（奥多摩産）．


